
後楽二丁目地区
オンライン説明会

日時：令和３年３月１７日（水）①１４時～ ②１９時～
内容：後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について

※事前に録画したものを再生いたします。なお、説明内容は同じです。

文京区
都市計画部地域整備課



0 はじめに

自己紹介

注意事項

1. 視聴のみとなります。ご質問・ご不明な点は、メール等でお問い合わせください。
2. 通信環境により、音声が途切れたり、画面が乱れたりする可能性がございます。
3. プライバシーを考慮し、カメラはオフ、Zoomの名前は番号に変更させていただき

ます。
4. 説明途中でのご発言や撮影、録音等はお控えください。



本日の次第

１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について

２ ご意見、ご質問に対する回答について

３ 今後の予定について

４ おわりに



１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎本指針の構成

１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎地元案から新たに追加した項目： 、内容を強化した項目：

①改定にあたっての新たな視点
社会問題の変化や目指すべき将来像の変化を５つの視点（人口、
環境、災害、感染症、上位計画）から整理

②近年のまちの変化
国勢調査等の統計データや都市計画図等を基に整理
③地区の位置づけ・関連計画
上位計画や関連する計画を整理
④地区の課題整理
再開発や放射25号線開通などによる成果と依然として残っている
課題や新たにできた課題として整理
⑤防災まちづくり
周辺エリアを含めた視点や感染症対策等についての記載を追加
⑥魅力を生かすまちづくり
エリアマネジメントや地域活動に関する記載を追加
⑦後楽二丁目地区の将来イメージ（地区全体）
地区全体としての将来イメージを追加
⑧まちづくりの実現方策
まちづくりステップや北・北西地区の段階的な市街地整備を実現
するための具体的な手法、まちづくりの進め方等を追加

１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



地元案からの変更箇所：

◎P１ 背景と目的
：整備指針を改定することになった経緯と目的

◎P２ 対象地区
：後楽二丁目地区の位置図、概要

１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P３『後楽二丁目地区まちづくり整備指針』(H17)について
：概要

◎P４ 後楽二丁目地区のまちづくりの経緯
：地区内におけるまちの変化や地元のまちづくり組織の動き

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について

◎P５~６ 改定に向けた新たな視点：人口、環境、災害、感染症、上位計画

地元案からの変更箇所：



１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について
◎P７~１０ 近年のまちの変化：人口の推移、年齢別人口の推移、昼夜間人口の推移、土地利用現況の変化、道路整備の状況
の変化、耐火構造建築物および木構造建築物の分布と割合の変化、世帯類型別世帯数、建物築年数、都市計画

地元案からの変更箇所：



◎P７~１０ 近年のまちの変化：人口の推移、年齢別人口の推移、昼夜間人口の推移、土地利用現況の変化、道路整備の状況
の変化、耐火構造建築物および木構造建築物の分布と割合の変化、世帯類型別世帯数、建物築年数、都市計画

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P１１~１２ 地区の位置づけ：東京都の上位計画の整理

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P１３~１４ 地区の位置づけ：文京区の上位計画の整理

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P１５ 地区の位置づけ
：文京区の上位計画の整理

◎P１６ 関連計画
：飯田橋歩道橋や新型コロナウイルスに関する方針

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P１７ 周辺地区の特性：後楽二丁目地区周辺の立地特性を整理

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P２０ 地区の課題整理：平成17年に示された課題から、再開発や放射25号線の開通により実現された成果を確認したうえ
で、新たな課題について記載

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P２１～２２ アンケート：過去に行ったアンケートの確認、現在実施しているアンケート結果をまとめる

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P２３~２４ まちづくり基本方針および目標：都市マスに合わせたテーマごとの目標の設定および基本方針

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P２５~２６ まちづくり基本方針および目標：各部門別における整備方針

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P２７ 土地利用
：南⇒賑わい施設、北・北西⇒住宅、店舗など多様な用途

◎P２８ 道路・交通ネットワーク
：飯田橋駅へのアクセス性強化や快適な歩行者、自動車動線の整備

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について
◎P２９ 緑と水のまちづくり
：積極的な緑地空間やオープンスペースの確保

◎P３０ 住宅・住環境形成
：バリアフリー環境の整備や職住近接にも対応できるまちづくり

地元案からの変更箇所：



１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について

◎P３１~３２ 景観形成：小石川後楽園、神田川など周辺に配慮するとともに、玄関口としての顔づくりを行う

地元案からの変更箇所：



◎P３３~３４ 防災まちづくり：地区内外からの住民に対応できる災害対応力の高いまちづくり

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P３５ 魅力を生かすまちづくり：これまでの活動とまちの環境を維持する体制づくり

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P３６ 地区全体将来イメージ：地区全体で相互連携をするともに、周辺エリアにも波及

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P３７ 南地区将来イメージ
：業務と商業が複合し、賑わいのあるまちづくり

◎P３８ 北・北西地区将来イメージ
：住宅を主とし、多世代が住みやすいまちづくり

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P３９ 実現に向けた方策
：北・北西地区、南地区の計画手法を提示

◎P４０ 段階的な市街地整備
：北・北西地区におけるゾーン分けによるまちづくり

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



◎P４１ 段階的な市街地整備
：建替えの手法「再開発」「共同化」「個別建替え」を提示

◎P３６ まちづくりの進め方
：今後の段階的なまちづくりの進め方を提示

地元案からの変更箇所：１ 後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）について



２ ご意見、ご質問に対する回答について

事前に頂いたご質問やご意見のうち、本日は代表的な内容について回答させていただきます。
また、ご意見やご質問は後日、文京区のホームページへ掲載させていただきます。

【事前に頂いたご質問やご意見の内訳】

種類 手法 ゾーン スケジュール その他 ご意見

数 3 2 2 1 7 15



２ ご意見、ご質問に対する回答について

• 建物建替え等の個人負担はどのようになるのか。

• 個別建替えの場合は、一般的な家の建て替えと同様、建替えに係る費用はご自身
でご用意いただくことになります。

• 市街地再開発事業の場合は、権利変換の手法になりますので、原則として権利者
が負担する費用はありません。
なお、共同化の場合は、建物規模等により変わります。

手法

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

• 建替え中の住まいはどこになるのか。またその期間や費用はどのようになるのか。意見の概要

考え方・
対応方針

手法

• 個別建替えや共同化の場合は、一般的な家の建替えと同様に、仮住居はご自身で
ご用意いただくことになります。

• 市街地再開発事業の場合は、仮住居補償や動産移転補償などの補償があります。
なお、期間については建物規模等により異なります。



２ ご意見、ご質問に対する回答について

手法

意見の概要

考え方・
対応方針

• 再開発における権利変換によって、現状の生活形態や住宅規模をキープできるのか。

• 市街地再開発事業における権利変換は、従前の資産（権利）に応じて従後の権利が
与えられます。今後建物計画が具体化したあとに事務局を中心に検討することになり
ます。



２ ご意見、ご質問に対する回答について

• 個別更新ゾーンにおける留意点はあるか。

ゾーン

• 個別更新ゾーンにおいても、まちの将来像実現に向けた環境整備のための
街づくりのルールをしゃれ街制度、地区計画などに今後具体的な内容を検
討して定めていく予定です。

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

• 未だに計画手法（再開発・共同化・個別建替え）の区分けが定まっていないのはなぜか。

ゾーン

• まちづくりの進め方として、まずは地区全体のまちづくりの方針を定めていくことが必要と
なりますので、整備指針の改定作業を進めているところです。

• その後、整備指針にも記載しているとおり、北・北西地区については、地権者からの意
向を聞きながら、ゾーンを定めていくことになります。なお、個別建替え、共同化、再開
発の手法については、地権者の皆様が選択するものになります。

• 南地区については、地区全体で再開発を想定しています。

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

スケジュール

• 全体のスケジュールを知りたい。

• 令和３年７月に、整備指針改定を目指しています。
• その後、早ければ１～２年程度で、しゃれ街の指定および地区計画の変更・街並み誘

導型地区計画の指定を想定しています。
• 地区計画が指定されると、規制緩和などを適用可能となるため、実際に規制緩和され

た計画での建替えが可能な状態となります。

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

• いつから再開発するかを公表してほしい。
• 北・北西地区の再開発について、最短で何年後に再開発が始まるのか。

• 市街地再開発事業の場合は、地区計画等の都市計画が定まったあとに、事業計画認
可や権利変換計画認可といった手続きを経て工事着手となるため時間がかかります。
建物規模により工事期間は異なりますが、市街地再開発事業の場合は一般的に竣工
まで10年程度がかかっています。

スケジュール

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

• 飯田橋交差点の歩道橋の改善イメージについて、事例を教えてほしい。

その他

• 歩道橋の整備につきましては、都が事務局となっている飯田橋駅周辺基盤整備方針
検討会において検討しています。

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

• 資料に印刷された字が小さくて極めて読みにくい。大きなフォントを使ってほしい。

• 参考にさせていただきます。

意見の概要

考え方・
対応方針

ご意見



２ ご意見、ご質問に対する回答について

ご意見

• 主体者は事業協力者やコンサルではなく、住民であり、住民の意見が最も尊重される
べきである。

• 区としても主体者は住民の皆様だと考えています。
再開発の場合は、地権者の皆様で再開発組合を作り、この再開発組合が事業を
進めていくことになります。

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

ご意見

• 事業協力者は一社だけでなく、複数の企業を加え、住民の意見が公平に反映される
体制をとるべきだと考える。

• 再開発事業者（事業協力者）は区が選定するのではなく、住民の皆様が選定する
ものです。

• 複数社を事業協力者としている事例もあります。

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

ご意見

• 空き地など環境が悪い。早く実行してください。
• 一日も早く都市計画の土俵にのせ、再開発を実施してほしい。

後期高齢者のため、早く新しい住まいに住みたい。
意見の概要

考え方・
対応方針

• 地権者と共に市街地整備が実現するよう努めていきます。



２ ご意見、ご質問に対する回答について

ご意見

• ビル風がひどい。対策も含めて再開発を考えてほしい。意見の概要

考え方・
対応方針

• 市街地再開発事業においては、周辺の影響が少なくなるよう再開発組合と協議を
進めていきます。



２ ご意見、ご質問に対する回答について

ご意見

• 北・北西地区について、個別更新ゾーンが半分近くあるのではやる意味がない。全体を
計画建替えゾーンとするか、何もやらないか、どちらしかない。いつまで経っても進まない
と思う。

• ゾーンの設定については、今後権利者からの意向を聞きながら、定めていくことに
なります。

• 地権者と共に市街地整備が実現するよう努めていきます。

意見の概要

考え方・
対応方針



２ ご意見、ご質問に対する回答について

ご意見

• 南地区の再開発は急いでほしい。
JR飯田橋駅東口の衰退はとても悲しい。東・西地区と再開発でビジネス拠点として
魅力的な街になりつつあったが、そのオーラは薄れてしまった。

• 地権者と共に市街地整備が実現するよう努めていきます。

意見の概要

考え方・
対応方針



３ 今後の予定について

令和３年３月２４日（水）〆切
後楽二丁目地区まちづくり整備指針（素案）に

関するアンケート
（土地・建物を所有している方を対象）

後楽二丁目地区まちづくり整備指針 改定

地区計画の変更、決定
（地区全体）

しゃれ街条例による街並み再生方針の指定
（北・北西地区）

令和３年７月頃（予定）

都市計画審議会・
議会の報告説明会の実施

都市計画審議会・
議会の報告説明会の実施

後楽二丁目地区オンライン説明会



４ おわりに
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